





















A Group of Naniwa Stone Komainu from the Edo Period-Magatama
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広く散在する。それは泉井上（文化 7）、西代（文化 9）、一岡（文化 14）、八坂（文政元）、菅生（文政
元）で、同時期の北・中部に比べるとやや古典的な特徴を一部に残しており、堺あるいは地元石工によ
るのではないかと思われる。 
 
 
６． 石工 
 
北部で名を残しているのは、吹田の定七である（表1）。この人は寛政期から全く異なるスタイルの
3件の狛犬を残しており、曲玉グループでも最初に典型的なものを作ったことになる。定七はその狛犬
の特徴から南部からやってきて、吹田で仕事を続けたのではないかと推測されている1)。かなりチャレ
ンジ精神をもった人と考えられる。北部で狛犬の形態が先行的であったことと、この人の存在は関係す
るだろうと推測できる。 
もう一人の、曲玉グループを代表する石工は大坂東堀に店をもつ泉屋勘兵衛である。勘兵衛の銘が
ある最初の狛犬は野々上（文化8）で、合計4件のどれもがこのグループに入る。この中で最高のもの
図２ 曲玉グループ（●、現物が確認できな
いものは灰色）と多筋扇尾グループ（☆）の
分布（大阪府）。白抜き地域は中部。盾津神社は
所在不明により省略。 
　 玉グループ（●、現物が確認でき
ないものは灰色）と多筋扇尾グループ（☆）
の分布（大阪府）。白抜き地域は中部、盾津
神社は所在不明により省略
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七が曲玉スタイルの狛犬を作ったことに気づいていないことにも留意する必要がある。
定七のそれまでの2作を見、さらに伊射奈岐（文化7）を見たとき、定七が片山（文化8）を作れな
いとはいえない。なお、文字を比べると片山（文化8）の「文化」は特徴ある勘兵衛［文化］のものと
は異なる。どちらかと言えば定七の「文化」に近いと言えるかもしれない。ただ、狛犬と台座との作者
が異なることはよくあることなので、狛犬を勘兵衛、台座を地元の定七と考えることも可能である。そ
の上でよく見ると、狛犬と台座の石質が同じで、微妙な色も合わせて全部が1セットのものと見られ、
上下とも1人の手になると考えてよい。断定できないが、どちらかといえば、筆者は片山（文化8）を
定七と考えてもよいのではないかという考えにある。もしも、そうだとすると、同年同月に奉納された
二つの良く似た狛犬は、互いに無関係に作られたものとは思えないが、二人の石工の関係は不明である。
どちらにしても、北部の先進性も合わせて、定七についての研究を深める意義がありそうである。
二人のほかに銘を残しているのは、ともに南部の1件の狛犬に名を記す堺の佐兵衛（西代文化9）と
大坂東堀の六兵衛（産土奉納年不明　藤井寺市）である。堺石工は広く活躍しており、石造参道浪花狛
犬の最初と言えそうな住吉大社（元文元年1736）を筆頭に、主に南部に多くの狛犬を残している1）。北・
中部とはやや傾向を異にしており、木村氏3）～7）、奈良文化財同好会1）は「堺系」を設定している。佐兵
衛による西代（文化9）も北・中部とはやや印象の異なる顔つきで、時期的に首波毛の中に捩れ毛が無
いのも珍しく、古典的である。一方、六兵衛は、大坂における石屋集住区の一つである東堀の石工であり、
中心地にいるといっても良い。この狛犬は多くの点で古典的であり、木村氏も奈良文化財同好会も文化
初期あるいは中期と推定している1）、5）が、それは模倣によると考えられ、時期を特定できない。小寺
氏はかなり遅い作と判断し、弘化年間と推定している8）。筆者は文化後期以降というあたりの推定しか
できないが、ただこの狛犬から受ける印象からは、六兵衛は立派な狛犬を作ろうという意識の中で、こ
のグループを選び、古典を学んで作ったのだろうと思われる。同神社にある文化15年の狛犬も多筋扇
尾を少し意識したように見えるが、六兵衛のほうが細部までていねいに作っている。
銘の無い他の狛犬の作者を推定することは今後の課題としてここでは扱わないこととする。
７．おわりに
文化期に頂点をもつ曲玉グループの狛犬は、寛政期に頂点をもつ多筋扇尾の狛犬を強く意識したつく
りであるが、高い技術と手間をかけた多筋扇尾に比べ、簡略化した形をとっており、時代が下るにつれ
その傾向はよりはっきりとする。文化期以降の狛犬ブームの到来による浪花狛犬全体の傾向が、この曲
玉グループにも現れていることになる。しかし、やや笑った平らな鼻の顔とずんぐりした胴体は愛嬌が
あり、ふっくらとした尾も柔らかさをもっており、一定の人気をもったことが伺える。文化中期の頃、
非常によく似たスタイルの狛犬群を形成した。
顔、毛、尾その他各部分の特徴は、まとまりをもった時典型として型あるいはグループを形成する一
方、石工により独立に取りあげられることも多い。そのため典型となる狛犬群の周辺に、他の型・グルー
プの特徴と交錯している場合がみられる。また典型の特徴と思われるものが、時代が下るほどに崩れて
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くることもよくあることである。中でも多筋扇尾の独特の尾は、筆者の見るところでは、曲玉グループ
だけではなく多くの型の中に、変形しながら残存、継承されているようである。この多筋扇尾の影響の
広がりについては今後の課題となる。
共通する特徴部分は狛犬によって様々で、いろんな狛犬間で関連し合い、全ては連続的とも言える。
それでも型を認識することは、時代と地域における狛犬の流れを知る上で有用なことであると考える。
今回、従来の研究を検討し、改めて曲玉グループの特徴を明確にして範囲を定めることとした。亜曲玉
グループとも言えそうな、曲玉グループからはずれるが良く似た狛犬群は、今後他の型の狛犬が整理さ
れるにつれ、より理解ができるようになるだろう。また、多くの石工が関わっていると考えられる多数
の狛犬を理解するのには困難があったが、地域と年代を区分し、あわせて考えると見えてくるものがあ
ることがわかった。他の型・グループにも応用ができるのではないかと考えている。
浪花狛犬研究の足がかりを作った先人の研究に学ぶことが多かったことと合わせ、各調査の時期によ
り失われていくものがあり、今後のために写真、データを残していくことが重要であることが実感され
た。木村茂氏、小寺慶昭氏および奈良文化財同好会の研究は貴重なものであり、その労と功績は大きい。
引用文献
1）	 奈良文化財同好会（1999）狛犬の研究─大阪府の狛犬─.		165pp.		奈良文化財同好会.
2）	 小寺慶昭（2003）大阪狛犬の謎．276pp．ナカニシヤ出版．
3）	 木村茂	（1970）	大阪近郊の石製狛犬の研究（第1報）─年代不明の狛犬について─.		大阪教育大学紀要19：第Ⅰ部
門　163-180．
4）	 木村茂	（1971）	大阪近郊の石製狛犬の研究（第2報）─年代不明の狛犬について（続）─.		大阪教育大学紀要20：
第Ⅰ部門　99-116．
5）	 木村茂	（1972）	大阪近郊の石製狛犬の研究（第3報）─元文元年より文化14年まで─.		大阪教育大学紀要21：第Ⅰ
部門　73-93．
6）	 木村茂	（1975）	大阪近郊の石製狛犬の研究（第4報）─文政元（1818）～天保14（1843）─.		大阪教育大学紀要24：
第Ⅰ部門　113-132.
7）	 木村茂	（1977）	大阪近郊の石製狛犬の研究（第5報）　弘化元年（1844）─慶応4年（1867）.		大阪教育大学紀要26：
第Ⅰ部門　25-36．
8）	 小寺慶昭　（2003）大阪府の参道狛犬　参道狛犬調査報告書1．108pp．
9）	 磯辺ゆう（2014）斑鳩町龍田神社狛犬と多筋扇尾─江戸時代浪花狛犬の１グループ─.	奈良文化女子短期大学紀要
45：39-62.
10）	磯辺ゆう（2015）多筋扇尾狛犬を受け継ぐ“泉屋勘兵衛”．奈良文化女子短期大学紀要46：11-25.
−24−
図
３
－
１
　
曲
玉
グ
ル
ー
プ
狛
犬
　
文
化
4
～
7
年
．
尾
：
左
－
阿
、
右
－
吽
二
宮
神
社
文
化
4年
（
18
07
）
泉
殿
宮
文
化
6年
（
18
09
）
泉
井
上
神
社
文
化
7年
（
18
10
）
図
３
－
１
曲
玉
グ
ル
ー
プ
狛
犬
文
化
4～
7年
.
尾
：
左
－
阿
、
右
－
吽
−25−
図
３
－
２
　
曲
玉
グ
ル
ー
プ
狛
犬
　
文
化
7
～
8
年
．
尾
：
左
－
阿
、
右
－
吽
伊
射
奈
岐
神
社
文
化
7年
（
18
10
）
片
山
神
社
文
化
8年
（
18
11
）
野
々
上
八
幡
社
文
化
8年
（
18
11
）
図
３
－
２
曲
玉
グ
ル
ー
プ
狛
犬
文
化
7～
8年
.
尾
：
左
－
阿
、
右
－
吽
−26−
図
３
－
３
　
曲
玉
グ
ル
ー
プ
狛
犬
　
文
化
9
年
．
尾
：
左
－
阿
、
右
－
吽
新
屋
坐
天
照
御
魂
神
社
文
化
9年
（
18
12
）
長
瀬
神
社
文
化
9年
（
18
12
）
西
代
神
社
文
化
9年
（
18
12
）
図
３
－
３
曲
玉
グ
ル
ー
プ
狛
犬
文
化
9年
.
尾
：
左
－
阿
、
右
－
吽
−27−
図
３
－
４
　
曲
玉
グ
ル
ー
プ
狛
犬
　
文
化
9
～
1
1
年
．
尾
：
左
－
阿
、
右
－
吽
玉
祖
神
社
陣
内
文
化
9年
（
18
12
）
都
留
美
嶌
神
社
陣
内
文
化
10
年
（
18
13
）
梶
無
神
社
文
化
11
年
（
18
14
）
図
３
－
４
曲
玉
グ
ル
ー
プ
狛
犬
文
化
9～
11
年
.
尾
：
左
－
阿
、
右
－
吽
−28−
図
３
－
５
　
曲
玉
グ
ル
ー
プ
狛
犬
　
文
化
1
4
年
、
推
定
文
化
末
．
尾
：
左
－
阿
、
右
－
吽
（
産
土
中
央
・
右
－
吽
）
一
岡
神
社
文
化
14
年
（
18
17
）
産
土
神
社
（
東
大
阪
市
）
推
定
文
化
末
南
宗
寺
境
内
社
推
定
文
化
末
図
３
－
５
曲
玉
グ
ル
ー
プ
狛
犬
文
化
14
年
、
推
定
文
化
末
.
尾
：
左
－
阿
、
右
－
吽
−29−
図
３
－
６
　
曲
玉
グ
ル
ー
プ
狛
犬
　
文
政
元
～
2
年
．
尾
：
左
－
阿
、
右
－
吽
八
坂
神
社
文
政
元
年
8月
（
18
18
）
菅
生
神
社
文
政
元
年
11
月
（
18
18
）
新
屋
坐
天
照
御
魂
神
社
文
政
2年
（
18
19
）
図
３
－
６
曲
玉
グ
ル
ー
プ
狛
犬
文
政
元
～
2年
.
尾
：
左
－
阿
、
右
－
吽
−30−
図
３
－
７
　
曲
玉
グ
ル
ー
プ
狛
犬
　
文
政
1
3
～
天
保
7
年
、
奉
納
年
不
明
．
尾
：
左
－
阿
、
右
－
吽
御
剣
神
社
文
政
13
年
（
18
30
）
嘉
祥
神
社
天
保
7年
（
18
36
）
産
土
神
社
（
藤
井
寺
市
）
奉
納
年
不
明
図
３
－
７
曲
玉
グ
ル
ー
プ
狛
犬
文
政
13
～
天
保
7年
、
奉
納
年
不
明
.
尾
：
左
－
阿
、
右
－
吽
御
剱
神
社
